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三
学
科
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
長
岡
高
専
。昭
和
四
十
三
年
に
四

学
科
体
制
と
な
り
、現
在
の
五
学
科
体
制
に
な
っ
た
の
は
平
成
二

年
の
こ
と
で
し
た
。そ
し
て
、平
成
十
二
年
に
は
専
攻
科
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、な
つ
か
し
の
研
究
室̶

。

こ
こ
で
は
長
岡
高
専
を
支
え
る
、一
般
教
育
科
、五
つ
の
学
科
、そ

し
て
専
攻
科
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

長岡高   専を支える長岡高  
各学   科の歩み各学  



バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
形
成
を
目
指
し
て

な
つ
か
し
の
担
任
の
先
生
方

般
教
育
科
は
、
五
学
科
に
共
通
し

た
一
般
科
目
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。

　

人
間
形
成
に
必
要
な
広
く
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
知
識
を
教
授
す
る
こ
と
、
そ
し
て
専
門

教
育
を
受
容
し
う
る
基
礎
学
力
を
築
き
上

げ
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
本
校
に
お
け
る
一
般

教
育
の
大
き
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
創
立
以
来
、
歴

代
の
先
生
方
が
、授
業
に
、ク
ラ
ス
指
導
に
、

そ
し
て
課
外
活
動
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
教
育
科
の
構
成
は
、
創
立
か
ら
昭

和
四
十
四
年
度
ま
で
、
法
文
・
理
数
・
体

育
・
語
学
の
四
科
体
制
が
と
ら
れ
、
昭
和

四
十
五
年
度
か
ら
は
、
一
般
教
育
文
科
・

一
般
教
育
理
科
・
一
般
教
育
体
育
科
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
は
、
文

昭和56年度の一般教育科の教員

科
系
・
理
科
系
・
体
育
科
系
と
区
分
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
主
任
が
お
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
こ
の
体
制
が
長
ら

く
続
き
ま
し
た
が
、
平
成
三
年
度
に
組
織

が
変
更
さ
れ
、
機
械
工
学
科
以
下
の
学
科

主
任
と
な
ら
ぶ
一
般
教
育
科
主
任
（
平
成

十
七
年
度
以
降
、
一
般
教
育
科
長
に
名
称

変
更
）が
お
か
れ
、現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
現
在
、
一
般
教
育

科
は
、
国
語
科
、
社
会
科
、
数
学
科
、
物

理
科
、化
学
・
生
物
科
、英
語
科
、独
語
科
、

体
育
科
の
合
計
二
五
名
の
教
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
創
立
期
か
ら
し
ば
ら
く
の
時

代
を
ご
存
知
の
方
は
、「
一
般
教
育
科
」
と

い
う
言
い
方
よ
り
も
、「
共
通
科
」
と
い
う

言
い
方
が
耳
に
馴
染
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
共
通
科
」
と
い
う
言
い
方
は
、
新
潟
大

一

一般教育科
Division of General

Education
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昭和53年10月　研修旅行　機械工学科2年1組
四国・中国・京都方面　引率は、担任・小山良
一先生と機械工学科・鈴木哲夫先生

平成14年年1月　スキー合宿研修　斑尾スキー場
物質工学科2年　引率は、担任・今野哲先生と物
質工学科・岩田實先生

平成23年度の一般教育科の教員

学
工
学
部
に
お
け
る
慣
習
を
受
け
継
い
だ

も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
耳
に
し
な

く
な
っ
た
こ
の
表
現
も
、
少
な
く
と
も
昭
和

五
十
九
年
こ
ろ
ま
で
は
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
（『
長
岡
高
専
二
十
年
史
』）。

　

一
般
教
育
科
の
教
員
は
、
担
当
す
る
教

科
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
担
任
す
る

ク
ラ
ス
の
学
生
指
導
に
情
熱
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
教
育
科
の
教
員
が
低
学
年
（
一・二

年
）
の
ク
ラ
ス
担
任
を
務
め
る
体
制
は
、
創

立
以
来
、
現
在
ま
で
つ
づ
く
原
則
と
な
っ
て

お
り
、一・二
年
通
し
て
同
じ
ク
ラ
ス
を
担
任

す
る
原
則
も
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

学
生
と
教
員
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾

る
新
入
生
合
宿
研
修
や
ス
キ
ー
合
宿
研
修

は
、
現
在
も
つ
づ
く
伝
統
行
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
現
在
は
上
級
学

年
で
実
施
さ
れ
て
い
る
修
学
旅
行
（
研
修

旅
行
）
も
、
昭
和
五
十
七
年
度
入
学
生
ま

で
は
、
二
年
生
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

前
期
と
後
期
の
間
の
休
み
を
利
用
し
た
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
、
京
都
・
奈
良
を
中
心
に
研

修
の
旅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
学
生
と
接
す
る
機
会
の
多
い

一
般
教
育
科
で
は
、
学
生
指
導
に
お
い
て
、

特
に
き
め
細
か
な
対
応
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。

　

基
礎
学
力
の
定
着
と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
人
間
形
成
を
目
指
し
て
、
今
日

も
先
生
方
の
熱
い
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
聡
）
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械
工
学
科
は
、
国
立
長
岡
工
業
短

期
大
学
機
械
工
学
科
の
後
を
引
き

継
ぎ
、
昭
和
三
十
七
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
工
業
界
、
す
な
わ
ち
各
種
産

業
機
械
、製
鉄
、船
舶
、車
両
、繊
維
機
械
、

化
学
プ
ラ
ン
ト
等
を
中
心
と
し
た
産
業
界
か

ら
実
践
的
技
術
者
育
成
の
強
い
要
請
を
反

映
し
て
、
二
学
級
八
十
名
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
当
時
の
教
職
員
は
、
大
学
、
民
間
、

高
校
等
、
幅
広
い
分
野
か
ら
登
用
さ
れ
、

教
職
員
合
計
二
十
七
名
の
大
所
帯
で
し
た
。

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
実
験
・
実
習
を
重

視
し
、
百
九
十
単
位
中
三
割
近
く
が
実
習

科
目
で
、
全
科
目
が
必
修
で
あ
り
、
過
密

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
し
た
が
、
卒
業
生
は
、
そ

の
後
の
日
本
の
工
業
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
第
一

期
生
か
ら
す
で
に
卒
業
研
究
が
な
さ
れ
、
一

部
の
研
究
室
は
、
機
械
工
学
科
実
験
棟
が

完
成
（
昭
和
四
十
七
年
）
す
る
ま
で
、
機

械
工
場
の
片
隅
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昭
和
四
十
年
代
中
頃
よ
り
こ

の
過
密
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
し
て
長
岡
高

専
は
全
国
に
先
駆
け
、
教
育
内
容
の
検
討
・

見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
総
合
性
、
創
造
性
、

自
主
性
を
本
校
の
重
点
目
標
と
し
ま
し
た
。

機
械
工
学
科
も
こ
の
線
に
沿
っ
た
教
育
・
指

導
が
な
さ
れ
、
学
生
と
教
員
の
信
頼
関
係

お
よ
び
学
生
の
自
主
性
を
育
む
と
い
う
方

針
に
基
づ
い
て
指
導
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
産
業
界
は
大
き
な
変
革
を
遂

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
初
め
と
す
る
電
子
・
情
報
工

学
の
著
し
い
発
達
に
よ
り
、
産
業
形
態
が
大

き
く
変
化
し
、
工
業
技
術
の
進
歩
や
産
業

構
造
の
変
化
等
に
伴
う
、
種
々
の
産
業
界

の
要
求
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
機
械
工
学

科
二
学
級
を
二
学
科
に
改
組
す
る
」
案
が

第１期生卒業当時の機械工学科教職員

基
幹
工
学
と
し
て
の
機
械
工
学
科

幅
広
い
技
術
分
野
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

機

機械工学科
Department of

Mechanical
Engineering
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学生自身が設計・製作を行う
「総合製作」のひとこま

（平成22年度　機械工学科３年）

第１回卒業研究発表会目次
（第１日目、昭和42年2月）
旧教員の本間晃先生と佐藤
國雄先生の名前が見える

浮
上
し
ま
し
た
。
機

械
工
学
科
の
二
学
級

を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
持
っ
た
二
学
科
と

し
、
一
学
科
は
境
界

領
域
を
大
幅
に
考
慮

し
た
学
科
と
し
、
他

の
一
学
科
は
従
来
の

学
科
を
改
善
・
充
実

さ
せ
た
学
科
と
す
る
」

と
し
て
、
平
成
二
年

四
月
に
機
械
工
学
科
と
電
子
制
御
工
学
科

の
二
学
科
が
誕
生
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

機
械
工
学
は
、
こ
れ
ま
で
産
業
の
基
本
、

す
な
わ
ち
基
幹
工
学
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
技
術
革
新
の
進
む
現
在
で
は
産
業

全
体
に
占
め
る
機
械
工
学
の
役
割
は
多
様

化
し
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
一
層
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
機
械
技
術
者
は

自
動
車
、
産
業
機
械
、
航
空
・
宇
宙
等
は

も
と
よ
り
、
情
報
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
建

設
及
び
化
学
工
業
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い

分
野
で
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
岡
高
専
機
械
工
学
科
で
は
、
こ
う
し

た
時
代
的
背
景
を
か
ん
が
み
、
力
学
解
析
、

設
計
・
加
工
、
材
料
科
学
、
計
測
・
制
御
、

熱
・
流
体
等
の
各
分
野
を
基
盤
と
し
て
、

電
気
・
電
子
分
野
の
専
門
教
員
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
面
の
一
層
の
強
化

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
与
え

ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、
学
生
自
ら
設
計
・

製
作
を
行
う
「
総
合
製
作
」
を
新
た
に
設

け
る
等
、
多
く
の
実
験
・
実
習
を
通
し
て

幅
広
い
工
業
分
野
に
対
応
で
き
る
技
術
者

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
近
藤
俊
美
）

平成22年度の機械工学科教職員
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成
十
六
年
、
独
立
行
政
法
人
国
立

高
等
専
門
学
校
機
構
が
誕
生
し
、

全
国
の
国
立
高
専
が
機
構
の
も
と
に
統
合

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
四
月
に
、
電
気
工
学
科

は
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
へ
と
名
称
変

更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
時
代
と
共
に

変
化
し
て
来
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
を
、
学

科
名
称
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
考
え
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

従
来
の
電
気
工
学
科
と
い
う
名
称
で
は
、

高
電
圧
や
強
電
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
す
ぎ
、
電

子
回
路
、
自
動
制
御
、
電
子
デ
バ
イ
ス
、

電
算
機
シ
ス
テ
ム
な
ど
既
に
取
り
入
れ
て
い

る
広
範
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
エッ
セ
ン
ス
が
香
っ

て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
少
し
長
く
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
網
羅
す
る
名
称
と
し
て
電

気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と
言
う
名
称
に
落

ち
着
い
た
の
で
し
た
。
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

内
容
は
、
強
電
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
と
電
子
回

路
・
シ
ス
テ
ム
制
御
系
が
三
割
ず
つ
、
材
料
・

デ
バ
イ
ス
系
と
電
算
機
シ
ス
テ
ム
系
が
二
割
ず

つ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
気
の

発
生
か
ら
応
用
ま
で
の
極
め
て
広
範
な
領

域
を
網
羅
し
た
上
で
、
各
自
が
更
な
る
専

門
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
電
気

電
子
工
学
に
お
け
る
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、昭
和
五
十
六
年
度
の
卒
業

謝
恩
会
に
お
け
る
集
合
写
真
で
す
。ほ
ぼ
全

員
が
、ネ
ク
タ
イ
を
結
ん
で
い
ま
す
。旅
立
ち

の
決
意
と
教
官
に
対
す
る
謝
恩
の
気
持
ち

が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。実
は
、

こ
の
方
々
は
本
校
と
同
い
年
つ
ま
り
昭
和

三
十
六
年
度
生
ま
れ
の
方
々
な
の
で
す
。

五
十
歳
と
な
ら
れ
た
今
、社
会
の
中
枢
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
九
年
二
月
、
第
四
代
池
田
校

長
の
急
逝
に
伴
い
、
教
務
主
事
を
務
め
て
お

第16回電気工学科卒業謝恩会（昭和57年3月）

電
気
電
子
工
学
に
お
け
る

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
し
て

平

電気電子
システム工学科

Department of
 Electrical and

Electronic systems
Engineering
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平成20年度　電気電子システム
工学科の教職員

平成12年度　専攻科１期生

ら
れ
た
電
気
工
学
科
高

橋
旦
教
授
が
校
長
事
務

取
扱
い
に
就
任
さ
れ
、

同
年
四
月
に
は
第
五
代

校
長
に
昇
任
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
高
専
に
於

い
て
、
学
内
教
官
が
校

長
に
昇
任
さ
れ
る
こ
と

は
希
有
な
事
例
で
あ
り

ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
に
は
、

本
校
に
も
専
攻
科
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
上
の

写
真
に
写
る
専
攻
科
一

期
生
の
面
々
を
眺
め
ま
す
と
、
定
員
割
れ
を

心
配
し
て
い
た
当
時
が
懐
か
し
く
思
い
起
こ

さ
れ
ま
す
。
近
年
で
は
、
定
員
の
ほ
ぼ
二
倍

に
近
い
学
生
を
毎
年
受
け
入
れ
る
事
が
で
き

て
い
ま
す
。
電
子
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

で
は
、
三
科
で
一
専
攻
を
形
成
し
て
い
ま
す

の
で
、元
々
の
専
門
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
いっ
た
、

欲
張
っ
た
勉
強
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
校
五
十
年
を
語
る
上
で
、
中
越
大
震

災
を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
下

の
写
真
の
日
付
に
御
注
目
く
だ
さ
い
。
こ
の

集
合
写
真
を
撮
っ
た
直
後
に
震
災
に
見
舞
わ

れ
た
の
で
す
。『
長
岡
高
専
二
十
年
史
』に
は
、

「
電
気
部
会
」
な
る
も
の
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、研
究
室
単
位
の「
ミ

ニ
電
気
部
会
」
を
開
い
て
い
る
時
に
被
災
し

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
思
い
起
こ

せ
ば
、
怪
我
人
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
奇
跡

の
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
二
十
年
史
』
以
降
、
十
七
名
の
教
職

員
の
着
任
・
退
職
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ

な
所
帯
で
す
が
、
夢
は
大
き
く
、
ゼ
ネ
ラ
リ

ス
ト
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
片
桐
裕
則
）
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子
制
御
工
学
科
は
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
、
元
々
二
学
級
分
の

定
員
で
あ
っ
た
機
械
工
学
科
を
二
学
科
に
分

け
、
そ
の
改
組
に
よ
り
平
成
二
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
発
足
当
時
は
機
械
工
学
科
の
先

生
方
の
中
か
ら
、
電
子
制
御
に
関
わ
り
の
あ

る
先
生
方
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
翌

年
に
は
電
気
工
学
科
と
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

か
ら
二
名
の
先
生
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

　

電
子
制
御
工
学
科
の
構
成
は
メ
カ
ト
ロ
技

術
の
コ
ア
技
術
で
あ
る
「
電
気
・
電
子
」、

「
制
御
工
学
」、「
メ
カ
ニ
ク
ス
」、「
制
御
基

礎
計
測
」、「
計
算
機
工
学
」
の
五
分
野
を

柱
と
し
た
体
制
が
と
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
適
合
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
修
正
を
行
い
、
現

在
で
は
機
械
・
制
御
・
電
気
電
子
・
通
信
・

情
報
系
教
員
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
企
業
経
験
者
が
半
数

を
占
め
、
実
務
経
験
を
生
か
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
制
御
工
学
科
で
は
、
少
子
化
に
よ

る
入
学
者
の
基
礎
学
力
低
下
や
ゆ
と
り
教

育
に
対
応
す
る
べ
く
基
礎
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
試
み
が「
数

理
演
習
」
で
す
。
こ
の
数
理
演
習
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
正
式
に
導
入
さ
れ
た
の
は

平
成
十
五
年
度
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
（
平

成
十
〜
十
四
年
度
）
は
新
入
学
生
の
学
力

調
査
と
そ
の
補
習
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

正
式
科
目
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
前
期
中
間

試
験
ま
で
の
放
課
後
を
主
に
使
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
補
習
の
中
で
、
新
入
学

生
が
こ
れ
か
ら
工
学
を
学
ん
で
い
く
上
で
不

足
し
て
い
る
知
識
や
弱
点
が
見
え
、
こ
れ
を

補
い
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

平成21年2月 卒業研究発表会

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
適
合
で
き
る

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
目
指
し
て

電

電子制御工学科
Department of

 Electronic control
Engineering
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平成19年9月　見学旅行　北海道方面
引率は担任の竹部啓輔先生と
一般教育科の岩瀬誠一先生

え
、
平
成
十
五
年
度

よ
り
正
式
科
目
と
し

て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導

入
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
八

年
度
よ
り
全
国
高
専

の
三
年
生
を
対
象
と

し
た
学
習
到
達
度
試

験
（
数
学
）
が
始
ま

り
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
は
物
理
が
加
わ

り
ま
し
た
。
こ
の
学

習
到
達
度
試
験
に
お

い
て
、
ク
ラ
ス
平
均
は

学
内
で
一
位
、
全
国
高
専
の
平
均
点
と
比

較
し
て
も
、常
に
高
い
成
績
を
保
っ
て
お
り
、

そ
の
効
果
が
伺
え
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
導
入

も
あ
り
、
創
造
的
技
術
者
の
育
成
を
踏
ま

え
た
「
電
子
回
路
設
計
・
製
作
」
の
実
習

や
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
」
と
い
っ
た
科

目
の
創
設
、
基
本
的
に
卒
業
研
究
の
一
人

一
テ
ー
マ
で
の
論
文
作
成
・
発
表
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
五
年
生
や
専
攻
科
生
の
学
会

発
表
も
増
加
し
て
お
り
、
各
種
学
会
で
表

彰
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
礎
学
力
定
着
と
そ
の
後
の

工
学
教
育
を
受
け
た
電
子
制
御
工
学
科
の

卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
は
大
学
三
年
次
へ
の
編

入
、
ま
た
は
平
成
十
二
年
度
よ
り
新
設
さ

れ
た
本
校
専
攻
科
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。
そ

の
進
路
先
も
電
気
系
、
機
械
系
以
外
に
も

情
報
系
、
理
学
系
（
数
学
・
物
理
）、
生

物
系
と
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く
の
卒
業
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
基
礎

教
育
を
充
実
さ

平成22年度の電子制御工学科の教職員

平成22年9月　平成19年度より始まった学科の親睦を深める
スポーツイベント「電制祭」今年度の競技種目はソフトボール
【優勝】外山研究室　【準優勝】太刀川研究室

せ
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た
教
育
・
指
導

と
研
究
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
送
り
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
（
佐
藤
拓
史
）
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質
工
学
科
は
本
校
創
立
時
に
は
工

業
化
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
当
時
は
石
油
化
学
工
業
を
中
心
と
し

た
化
学
産
業
が
急
速
に
成
長
を
始
め
た
こ
ろ

で
あ
り
、
産
業
界
か
ら
は
現
場
即
応
型
の

技
術
者
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
下
、
従
来
の
学

究
型
の
学
卒
者
に
対
し
て
実
践
型
の
技
術

者
を
育
成
す
る
た
め
に
本
校
が
創
設
さ
れ
、

本
学
科
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

工
業
化
学
科
と
し
て
は
平
成
十
年
度
ま
で

に
約
一
二
〇
〇
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
り

出
し
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
に
入
り
、
産

業
構
造
の
変
化
や
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
技
術
者
へ

の
要
請
が
高
ま
り
、
平
成
六
年
四
月
に
工

業
化
学
科
を
、
材
料
コ
ー
ス
と
生
物
コ
ー
ス

か
ら
成
る
物
質
工
学
科
に
改
組
し
、
平
成

十
一
年
度
に
物
質
工
学
科
第
一
回
の
卒
業

生
を
世
に
送
り
出
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
は
工
業
化
学
科
、
物
質
工
学

科
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
約
一
七
〇
〇
名

あ
ま
り
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
『
長
岡
高
専
二
十
年
史
』
に
以
下
の
記

述
が
あ
り
ま
す
。「
五
年
間
で
も
大
学
卒

に
負
け
ぬ
実
力
を
持
っ
た
技
術
者
を
作
ら
ん

と
す
る
意
欲
に
燃
え
な
が
ら
教
官
・
技
官

は
実
験
装
置
、
設
備
の
充
実
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
編
成
、
個
々
の
教
科
内
容
の
充
実
改

善
を
図
り
な
が
ら
苦
労
を
重
ね
た
。
昭
和

四
十
二
年
三
月
第
一
回
卒
業
生
の
卒
業
式

は
お
そ
ら
く
学
生
自
身
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

関
係
者
一
同
の
感
慨
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。」　

新
制
度

の
高
専
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国
の
産
業
を
支
え

る
技
術
者
を
育
て
る
べ
く
、
高
専
教
育
の
礎

を
築
い
た
創
立
当
時
の
諸
先
生
の
気
概
と

昭和57年当時の工業化学科教職員

基
礎
学
力
と
高
度
な
技
術
を
備
え
た
質
の
高
い

実
践
的
技
術
者
の
養
成
を
め
ざ
し
て

物

物質工学科
Department of

Materials
Engineering
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ご
苦
労
の
様
子
が
伺
え

る
一
節
で
す
。
ま
た
当

時
、
技
術
者
不
足
が
叫

ば
れ
な
が
ら
も
新
設
制

度
下
の
卒
業
生
の
就
職

は
芳
ば
し
い
も
の
で
は
な

く
、
教
官
全
員
が
分
担

し
て
企
業
を
訪
問
し
、

学
校
紹
介
に
努
め
る
な

ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
の

卒
業
生
の
奮
闘
の
お
陰

で
、
次
第
に
高
専
生
に

対
す
る
評
価
は
高
ま
っ
て

い
き
、
現
在
も
そ
の
好
評
価
は
続
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

五
年
一
貫
で
完
成
教
育

を
目
指
し
、
ま
た
従
来
の

学
卒
者
の
欠
点
で
あ
っ
た

現
場
適
応
性
の
不
充
分
さ
を
意
識
し
、
現

場
に
即
応
し
得
る
化
学
技
術
者
の
育
成
を

狙
っ
た
創
立
当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
非
常
に

過
密
で
し
た
。
他
学
科
の
専
門
科
目
も
概

論
の
形
で
講
義
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
広

く
浅
く
の
概
論
は
と
か
く
身
に
つ
か
ず
、
日

進
月
歩
の
学
術
・
技
術
の
進
歩
に
応
え
る
に

は
、
や
は
り
基
礎
を
確
実
に
身
に
着
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
の
再
認
識
に
至
り
、

創
立
か
ら
十
年
を
経
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改

訂
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
を
経
て
、
新
た

な
素
材
産
業
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展

な
ど
、
化
学
工
業
の
構
造
変
化
に
対
応
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
現

平成22年度物質工学科教職員

創立当時の
工業化学科実験

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
に
は
、
専
攻
科
が
設

置
さ
れ
、
四
年
制
大
学
卒
業
者
と
同
様
に

学
士
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
高
専
卒
業
生
の
活
躍
の
場
は
さ
ら

に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

本
学
科
は
、
社
会
の
要
請
に
応
じ
て
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
様
々
な
社
会
状
況
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
技
術
者
教
育
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
高
専
教
育

の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
常
に
時
代
の

先
を
見
極
め
な
が
ら
真
に
必
要
と
さ
れ
る

技
術
者
教
育
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

（
坂
井
俊
彦
）

平成22年度有機化学実験
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土
木
の
心
と
技
を
受
け
継
い
で

「
ひ
と
、都
市
、自
然
」の
調
和
を
め
ざ
す

境
都
市
工
学
科
は
土
木
工
学
科
を

母
体
と
し
て
、
平
成
七
年
に
誕
生

し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
土
木
工
学

科
が
長
岡
高
専
の
新
し
い
学
科
と
し
て
発
足

し
、
そ
れ
か
ら
二
十
七
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ

と
き
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
学
科
は
、
土
木
の
長
い
歴
史

が
培
っ
て
き
た
想
い
や
技
術
を
も
と
と
し
て
、

「
人
と
都
市
」「
都
市
と
自
然
」
そ
し
て「
自

然
と
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
が
求
め
る
国
土
や
地
球
の
実
現

と
、
人
類
の
発
展
や
幸
福
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
都
市
工
学
科
は
そ
れ
自
身
で
十
二

回
・
四
六
四
人
の
卒
業
生
を
世
に
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
土
木
工
学
科
の
二
十
七

回
・
一
〇
一
五
人
と
合
わ
せ
る
と
、
卒
業

生
は
三
十
九
回
・
一
四
七
九
人
を
数
え
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
に
設
置
さ
れ
た

環

専
攻
科（
環
境
都
市
工
学
専
攻
）か
ら
も
、

す
で
に
十
回
・
八
十
一
人
の
修
了
生
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
表
に
は
、
土
木
工
学
科
と
環
境
都

市
工
学
科
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の
、

学
科
で
の
在
職
期
間
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の

表
に
、
皆
さ
ん
の
在
学
期
間
や
在
職
期
間

を
重
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
表
は
、
こ

の
学
科
に
縁
あ
る
人
々
に
、
長
岡
高
専
で
過

ご
し
た
日
々
の
記
憶
を
た
ぐ
る
手
掛
か
り
に

な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
学
科
に
起
こ
っ
た
様
々
な
で
き
ご

と
の
中
で
、
平
成
十
九
年
八
月
の
白
馬
岳

で
起
こ
っ
た
佐
藤
國
雄
先
生
の
遭
難
は
、
ぜ

ひ
書
き
と
め
て
お
き
た
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。

佐
藤
先
生
は
、
長
岡
高
専
で
教
え
ら
れ
た

三
十
七
年
間
を
通
じ
て
、
土
木
と
環
境
都

市
の
学
生
に
も
っ
と
も
慕
わ
れ
た
先
生
で
あ

り
、
学
科
の
教
職
員
に
と
っ
て
も
っ
と
も
頼

教職員のOB会（平成10年10月16日　成願寺温泉）

環境都市工学科
Department of

Civil Engineering
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れ
る
同
僚
で
あ
り
先
輩
で
し
た
。
こ
の
学
科

で
の
月
日
を
佐
藤
先
生
と
共
に
し
た
こ
と
の

あ
る
全
て
の
人
が
、
國
先
生
や
國
さ
ん
を
忘

尾上先生の送別会（平成23年3月23日  鴨川別館）卒研発表会の日（平成23年3月10日  3号館）

　　　　　　年
 教員

昭　　　　　　和 平　　　　　　　　成
43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

成沢　徹男
若林　正次
中村　裕剛
加藤　才治
阿部　精悦
国府　勝郎
茨木　征子
北村　直樹
金山　秀夫
吉 田　　 茂
辻川　正昭
山崎　芳徳
岩橋　武彦
本田　直作
佐藤　隆司
佐藤　國雄
本 間　　 章
笠原　博信
武 樋　　 稔
高 橋　　 傳
佐藤　和秀
小寺　隆夫
満 田　　 喬
山 口　　 肇
柴 木　　 稔
荒木　信夫
宮腰　和弘
佐藤　勝久
湯 沢　　 昭
田中　一浩
武田鐵治郎
塩野　計司
福 田　　 誠
井 林　　 康
土田　勝範
尾上　篤生
猪爪　高見
衞藤　俊彦
岩 波　　 基
大澤　拓洋
佐々木伸子
八田　茂実
村上　祐貴
宮嵜　靖大
山本　隆弘

れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
塩
野
計
司
）
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京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ま
じ
か
に
控
え

た
昭
和
三
十
七
年
の
高
度
経
済
成

長
を
時
代
的
背
景
と
し
て
生
ま
れ
た
長
岡

高
専
は
、
創
立
以
来
多
く
の
優
秀
な
中
堅

技
術
者
を
育
成
し
、
そ
の
卒
業
生
は
産
業

界
か
ら
高
い
評
価
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
二
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
に
端
を
発

し
た
経
済
の
変
調
、
産
業
構
造
の
開
発
志

向
型
産
業
へ
の
変
化
、
技
術
の
高
度
化
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
と
産
業
の
競
争
は
ま

す
ま
す
そ
の
深
度
と
ス
ピ
ー
ド
に
お
い
て
激

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
よ
う

な
時
期
に
、
個
人
に
お
い
て
も
、
少
子
化
、

高
学
歴
化
が
進
み
高
専
に
求
め
ら
れ
る
社

会
的
使
命
も
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
校
も
新
し
い

時
代
に
備
え
た
新
し
い
高
専
へ
の
脱
皮
・
成

長
の
一
環
と
し
て
、
前
々
よ
り
い
ろ
い
ろ
な

形
で
検
討
が
進
ん
で
き
て
い
た
、
高
専
卒
業

後
の
教
育
課
程
が
実
際
に
設
置
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
手
元
に
あ
り
ま
す
「
学

園
便
り
一
〇
九
号
」（
平
成
八
年
三
月
）

に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
四
年
六
月
に
専
攻

科
設
置
の
概
算
要
求
が
本
校
か
ら
出
さ
れ

て
お
り
、
岡
本
校
長
の
時
代
か
ら
専
攻
科

設
置
に
盛
ん
に
動
い
て
い
た
事
が
偲
ば
れ
ま

す
。
結
果
、
専
攻
科
は
平
成
十
二
年
四
月

に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

専
攻
科
設
置
の
直
前
の
本
校
の
教
官
会

議
の
議
事
録
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
十
一

年
九
月
に
専
攻
科
設
置
準
備
委
員
会
が
岩

田
先
生
を
委
員
長
と
し
発
足
し
、
学
位
授

与
機
構
へ
の
審
査
書
類
を
九
月
二
十
九
日

に
提
出
し
て
居
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
年

の
一
月
七
日
の
段
階
で
入
学
確
約
書
を
提

出
し
た
学
生
は
、
電
子
機
械
シ
ス
テ
ム
専
攻

十
六
名
、
物
質
工
学
専
攻
七
名
、
環
境
都

市
工
学
専
攻
六
名
で
入
学
内
定
通
知
書
が

新入生合宿研修

高
専
制
度
の
さ
ら
な
る
高
度
化

専
攻
科
の
設
置
と
そ
の
歩
み

東

専 攻 科
Advanced courses
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交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
許
可
が
な
い
た
め
募
集
要
項

は
二
月
の
段
階
で
も
（
案
）
と
し
て
公
表

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

発
足
当
初
は
専
攻
科
長
を
小
林
和
久
先

生
が
担
当
さ
れ
、
当
時
ま
だ
社
会
に
対
し

広
く
周
知
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
専
攻

科
の
入
学
生
確
保
等
に
御
尽
力
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ら
に
充
実

し
た
現
在
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
放

送
大
学
の
科
目
を
授
業
で
採
用
し
、
そ
の

単
位
も
含
め
修
了
要
件
と
し
た
時
代
が
何

年
か
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
七
年

度
卒
業
生
か
ら
本
校
の
四
、五
年
お
よ
び
専

攻
科
一
、二
年
生
を
対
象
と
し
た
、
日
本
技

術
者
認
定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
の
認
定

を
受
け
、
そ
れ
以
降
、
本
校
専
攻
科
修
了

生
は
学
位
授
与
機
構
か
ら
学
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
技
術
修
習
生

と
し
て
技
術
士
の
一
次
試
験
が
免
除
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
専
制
度
は
最
近
の
動
き
だ
け
で
も
、

独
立
法
人
化
に
伴
い
全
国
一
つ
の
高
専
機

構
の
発
足
、
四
地
区
高
専
に
よ
る
統
合
と

高
度
化
等
の
変
遷
を
経
て
お
り
ま
す
。
長

岡
高
専
を
は
じ
め
と
し
た
高
専
制
度
が
よ

り
充
実
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
様
々
な
観
点

か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
重

要
な
観
点
の
一
つ
に
高
度
化
と
国
際
化
が

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
高
専
が
よ
り

社
会
に
対
し
重
要
度
を
増
し
、
地
域
に
大

切
に
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
努
力
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
、
御

援
助
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
吉
野
正
信
）

（上）ASET2010での発表
（中）専攻科フォーラム2008
（下）4足歩行ロボット実験中

平成21年度ＥＭ特別研究発表
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